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口絵 5　海側（東）の石垣とバラスト
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口絵 8　高輪大木戸跡と高輪築堤
　　　　　　明治 11（1878）年　歌川広重（三代）「東京写真八景 高輪海岸の月夜」

口絵 7　明治 5～ 6年頃の高輪築堤を描いた錦絵。現在の品川駅付近
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高輪築堤の位置と歴史

図 0-2　明治 40 年頃の芝浦から田町駅方面を撮影
（『芝區誌』より）

図 0-3　明治 11 年の地図
（実測東亰全圖　明治 11（1878）年　内務省地理局）

品川停車場

高輪築堤

明治２ （1869） 年 11 月 新橋～横浜間の鉄道建設決定
明治３ （1870） 年 10 月 高輪築堤工事着工
明治５ （1872） 年　  ５月 品川～横浜間仮開業
   9 月 高輪築堤完成
 9 月（新暦 10 月）  新橋～横浜間正式開業
明治 ９ （1876） 年   12 月 新橋～品川間複線化
明治 32 （1899） 年   12 月 新橋～品川間３線化
大正３ （1914） 年  品川車両基地部埋立工事完了

鉄道と高輪築堤の歴史年表

現・高輪ゲートウェイ駅

現・田町駅

現・品川駅

図 0-1　「古今東京名所 高なわ海岸の鉄道」
明治 16（1883）年 歌川広重（三代）

図 0-4　東京湾埋め立ての変遷図

高輪築堤とは、現在の田町駅の北（芝浦周辺）から
現代の品川駅の南までの海上に築かれた鉄道用の堤
のこと。明治 5年の開業から50 年ほど使われたのち、

①明治 5 年 ②明治末

③昭和初期 ④現在

東京湾の埋め立てとともに姿を消していた。この度、
品川車両基地の再編や高輪ゲートウェイ駅の新設を
伴った大規模開発の中で令和2年に発掘された。
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図 0-6　3街区　第７橋梁橋台部（国指定史跡範囲）

図 0-9　4街区　信号機跡の土台部（移築予定部分）

南北全長約1.3㎞に及ぶ開発事業地は、6つ
の街区に分けられており、1～4街区を第Ⅰ
期、5・6街区を第Ⅱ期工事として計画中。
令和３年に、第Ⅰ期事業地については現地

図0-5　2街区　街区公園予定部分（国指定史跡範囲）

遺跡の発見範囲

図0-8　4街区　品川駅方面の眺望（記録保存・一部移築）

保存や移築、記録保存の範囲が決められ、同
年9月17日に、現地保存となった街区公園部
と第7橋梁橋台部が国の指定史跡「旧新橋停車
場跡及び高輪築堤跡」となった。

図0-7　令和 3年 9月現在の発見範囲・保存方針

２街区
３街区

４街区 ５街区

現地保存（土中保存）
記録保存（解体）現地保存

移築
未定（包蔵地）

環状四号線（新規）
第二東西連絡道路（新規）

国道 15号（第一京浜）

第 I期 第 II 期

0 50 100 250mN

史跡範囲

１街区

６街区

高輪ゲートウェイ駅

歩行者専用道（新規）
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第７橋梁�橋台部
第I期事業地の発৹ਪद、橋台が1ऊਚ発見औ
れた。ऒの橋台は、ଋऔれていたഴとऺऻ同ग
をしていॊ。新橋～૯浜約29㎞のに橋梁は
22ऊਚにਝけられており、০発औれた橋台
は、新橋ऊらਯइて7つ৯にँたॊऒとऊら、第7

図0-10　స川ઁ（ਕ৻）「東京品
川ਲఈႪਞ車ள道ઌବ」（部分）

ડ

図0-11　ऒの橋梁部दは、લ౫をঞ
থफ़のेअにତしてा、৯地౫
をઞってமାしていॊु見ॊऒ
とがदऌॊ。西ஞのઅइがりোれ
られていॊとઅइられॊ。

図0-12　લซの面を見
ॊと、ઌൔ（ડ）と
ু（ਲડ）दலऑが
ୀअऒとがનੳदऌॊ。
橋台がડにఁ்औれた
ऒとがॎऊॊ。

橋梁とళयれていた。築堤部には、橋梁が第5
～8ऽद、়計4ऊਚにਝ઼औれていॊ。৯
は東京ष༐をলघためのఫ路のન保दँり、
ී業ಉをिఢఈકড়の༐のமを૭ચにघॊ
ৢ௩ઠとしての૽સをટたした。

ఁ்のલซ 5年のલซ

ਲડડ

ਲડ



8

図 0-14　りলし部分が土台となり、ऒのに状の信号機
がਝ઼औれていたとઅइられॊ。

図 0-15　りলしのડには、ેஊにੌऽれたଲの
੦ຊがનੳदऌॊ。

築堤の信号機跡

図0-13　4街区（高輪ゲートウェ
イ駅）ऊらল土した信号機跡の
ਜ਼઼（北ऊら）

図 0-16　のள道୴છ。「品川ਲ」とછい
てँॊऒとऊら、高輪築堤とઅइられていॊ。ᄹ車のం
にฏૄ信号機がたっており、同ग場ਚとऔれॊ。

発৹ਪदは、信号機の土台部とઓॎれॊりল
しがল土した。品川停車場ऊら北に約900ۜの
にਝ઼औれていॊ。ਊৎのધ൴には、়図とい
अูद、新橋～૯浜に16ऊਚの信号機がਝ઼

औれたऒとが記औれていॊ。০発見औれた信号
機跡は、新橋停車場ऊらਯइて3ऊਚ৯にँたॊ。
信号機部分ऊら、品川停車場にけて築堤はや
ऊにढ़ーঈしていॊ。
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図0-17　5年　ਲડ（東）લซ（ഘा）

図0-20　ఁ�ડ（西）લซ（દा）

高輪築堤のલซ及び面図
石垣は、今回の開発事業地の中から南北方向、京浜
東北線や山手線が走っていた線路下から全面的に出
土した。海側（東）はおよそ角度 30°、山側（西）か
らはほぼ垂直の石垣が出土している。海側は水平に
積まれた布積みであるが、山側は 45°回転させた谷

積みとなっており、線路拡幅後の石垣であることが
わかっている。なお、記録保存調査の過程で、明
治 5 年当初の山側の石垣も出土しており、こちらは
海側同様に布積みであったことが確認できる。

図0-18　5年　ડ（西）લซ（ഘा）
築堤ఁ்ৎにඇめられていた。

図0-19　૬ऊら見た築堤。ంડ（東）が5年の
ਲડલซ。కડ（西）がડ、ఁ்のલซ。

図0-21　面。土中に
5年のલซがનੳदऌॊ。

凡例

①～⑥：盛土の順序

土丹塊

海側（東） 山側（西）

①②

③
④

⑥

⑤

芯材 裏込め石裏込め石 粘土

ローム土旧バラスト 新バラスト裏込め石埋め立て土 埋め立て土

石垣（明治５年） 石垣（明治５年）
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は じ め に

日本の鉄道開業は、明治 5（1872）年、新橋～横浜間の約 29㎞を走るものでした。

中でも、現在の田町駅の北から、旧品川停車場までの約 2.7㎞区間は海上に堤を造りそ

の上に鉄道を走らせた、世界でも珍しい海の上を走る鉄道として全国に知られていま

した。

海上築堤は、高輪海岸に沿って築かれたことから、「高輪築堤」とも呼ばれ、その風

景は多くの錦絵に描かれ、新橋停車場と共に文明開化の象徴として人々に親しまれて

いましたが、大正時代の東京湾の埋め立て事業とともに姿を消してしまいました。

しかしながら、品川駅周辺の再開発事業に伴う山手線・京浜東北線の路線切換（令

和元年）、および高輪ゲートウェイ駅の誕生（令和 2 年）と共に、約 100 年ぶりに私

たちの前に姿を現し、「高輪築堤跡（港区遺跡番号 208）」として再び周知されました。

高輪築堤は、日本初の鉄道敷設の中でも特に困難な工区であり、いかにして築かれ

たのかを示すその遺構は、考古学の分野にとどまらず、鉄道史、土木史、近代化遺産

としても貴重です。特に第７橋梁橋台部は、高輪海岸に暮らす人々の生活を守るため

に造られた、地域史に残る貴重な遺構です。これらの遺構は、旧新橋停車場跡と連な

る一連の鉄道遺構であり、港区ばかりではなく日本の歴史を語る文化遺産として、永

く保存していくことが必要です。

令和 2 年８月から令和３年３月にかけて、東日本旅客鉄道株式会社（ JR 東日本）の

ご協力を得て、品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）敷地内に残る日本初の鉄道遺構の確

認調査を実施し、記録保存調査前の現況確認をすることができました。本書は令和３

年５月までの一連の調査成果をもとに、速やかに高輪築堤に関する情報を公表するた

め、取りまとめたものです。

本書が貴重な文化財を後世に伝えていくために大きな役割を担うことを期待します。

令和４年３月

港区教育委員会
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